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図 1‥(a)r8モデルの基底状態相図｡(b)Ce3十およびpu3+イオンの電子配置｡
向が得られたが､これはCeIrIn5(Tc-0.4K)とCeCoIn5(Tc-2.1K)については合致する｡一方､
CeRhln5の反強磁性相については一致せず､今後､3次元性や正方対称結晶場の影響をきちんと
取り扱う必要があると考えられる｡
ところで､Pu3十イオンは5個の ノー電子を有するが､今のモデルでは図1(b)に示すように､
i-5/2に1つの正孔があるという状況になるO電子･正孔対称性を考えれば､ceTIn5の超伝導と
同じ機構で理解することができ､また､5才一電子は遍歴性が強いことから､エネルギースケールが
大きくなっており､それが差 の上昇をもたらすという基本的理解が可能である[7]｡定量的な議
論は将来の課題であり､さらにウラン化合物の超伝導について､特にトリプレット超伝導をどの
ように捉えるか､という重要な問題が残されているが､ここに述べた 再 結合に基づく微視的模
型が､才一電子系の超伝導を理解する一つの切り口になることを期待している｡
本研究は､瀧本哲也氏､寅柴平孝裕氏､上田和夫氏との共同研究である｡また､日本学術振興
会科学研究費補助金 ･若手研究(B)の援助を受けている｡
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